
　直近の話題では「同一労働（価値）同一賃金」，中
長期で俯瞰した場合も，「生産年齢人口の減少」「グ
ローバル人事の推進」「ダイバーシティ対応」など，
外部環境はすでに人事制度の転換を迫っている。右
肩上がりの成長を前提に，男性・正社員・総合職を
中心とした，年功要素の強い職能資格制度が成立し
なくなってきた現状は，人事の皆様ご承知の通りだ。
遅かれ早かれ何らかの形で人事制度が職務型の要素
を取り込んでいくトレンドは明らかといえる。
　では，いわゆる「職務給」に象徴されるような欧
米型の制度へ一気に改革できるのか（すべきなのか）
というと，リスクも躊躇もあって当然だろう。ポス
トが空かない限り処遇の向上もありえないといった
仕組みは，“従業員は長く共に働く仲間だ”“小さな頑
張りにもしっかり報いたい”といった日本型人事のメ
ンタリティと乖離がある。
　そこで本稿では，職務型への制度移行を前提に，
現実的な設計・運用の方策を，コンサルティングの
現場をよく知る著者に探ってもらった。例えば，職
務型を原則としつつも，一定のレンジ幅を設けてお
けば，長く同じ職務に就いていても成長実感は確保
できるといったノウハウは，悩める皆様の参考にな
るはずだ。 （編集部）
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